
市民からの要望が多いコミュニティバス

新設された川根温泉の木製貯湯タンク

（13）	 議会だより42号	 平成25年11月定例会

経
済
建
設
生
活
常
任
委
員
会

○
ご
み
資
源
収
集
運
搬

委
託

　
（
債
務
負
担
行
為
の
設
定
）

一
つ
の
事
業
や
事
務
が
単
年

度
で
終
了
せ
ず
に
、
後
年
度

に
お
い
て
も
支
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
場
合
に
は
議
会

の
議
決
を
経
て
、
そ
の
期
間

と
額
を
確
定
す
る
も
の
。

問　

ご
み
資
源
収
集
運
搬
委

託
の
地
域
は
ど
こ
か
。

答　

金
谷
地
区
２
地
域
と
島

田
地
区
１
地
域
の
ご
み
収
集

で
あ
る
。

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

運
行
管
理
委
託

　
（
債
務
負
担
行
為
の
設
定
）

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

赤
字
額
は
幾
ら
か
。

答　

運
賃
収
入
と
県
補
助
金

を
除
く
と
、
１
億
４
千
万
円

で
あ
る
。

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、

何
年
も
前
か
ら
運
行
の
見
直

し
を
求
め
る
市
民
の
声
が
あ

る
。
早
く
見
直
す
べ
き
で
あ

る
が
ど
う
か
。

答　

平
成
26
年
度
に
見
直
し

の
議
論
を
行
い
、
運
輸
局
の

許
可
を
取
り
、
平
成
27
年
４

月
か
ら
見
直
し
後
の
運
行
を

☆
Ｈ
25
一
般
会
計
補
正

予
算

し
て
い
き
た
い
。

○
強
い
農
業
づ
く
り
交

付
金
等
事
業

問　

事
業
の
内
容
と
補
助
率

は
幾
ら
か
。

答　

初
倉
旧
初
茶
農
協
の
荒

茶
加
工
機
械
（
精
揉
機
５
台

分
）の
更
新
事
業
で
あ
り
、国

が
全
額
補
助
す
る
。

○
間
伐
材
搬
出
奨
励
補

助
事
業

林
業
事
業
体
が
行
う
間
伐
材

の
搬
出
事
業
に
対
す
る
補
助

問　

増
額
さ
れ
て
い
る
が
財

源
は
何
か
。

答　

県
か
ら
は
１
立
方
㍍
当

た
り
２
千
円
の
補
助
が
あ
り
、

市
は
さ
ら
に
１
立
方
㍍
当
た

り
３
千
円
を
上
乗
せ
、
厚
く

補
助
を
し
て
い
く
。

○
森
林
施
業
補
助
事
業

森
林
所
有
者
か
ら
依
頼
さ
れ
、

林
業
事
業
体
が
行
う
作
業
道

開
設
事
業
等
に
対
す
る
補
助

問　

間
伐
の
補
助
対
象
の
地

域
は
ど
こ
か
。

答　

市
内
全
域
を
対
象
と
し

て
い
る
。

問　

森
林
作
業
道
開
設
に
対

す
る
補
助
金
の
基
準
は
。

答　

県
の
事
業
に
上
乗
せ
し

補
助
し
て
い
る
。
面
積
当
た

り
何
㍍
な
ど
の
基
準
は
な
い
。

○
緊
急
地
震
対
策
事
業

基
金
費

平
成
25
～
27
年
度
に
、
市
が

緊
急
、
重
点
的
に
取
り
組
む

地
震
対
策
事
業
の
た
め
の
基

金問　

基
金
・
積
立
金
を
何
に

使
う
の
か
。

答　

公
共
施
設
の
耐
震
補
強

計
画
や
自
主
防
災
組
織
に
貸

与
す
る
資
機
材
の
整
備
費
な

ど
、
県
が
単
独
で
実
施
す
る

地
震
対
策
に
対
す
る
補
助
事

業
を
対
象
に
充
当
し
て
い
く
。

☆
島
田
市
営
住
宅
管
理

条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

問　

今
回
の
法
律
改
正
に
よ

り
、
市
営
住
宅
に
入
居
で
き

る
人
の
条
件
が
ど
の
よ
う
に

広
が
っ
た
の
か
。

答　

配
偶
者
、
婚
姻
さ
れ
て

い
る
方
か
ら
の
暴
力
を
受
け

て
い
る
人
の
ほ
か
に
、
婚
姻

関
係
に
な
い
人
で
も
生
活
を

と
も
に
し
て
い
る
人
か
ら
暴

力
を
受
け
て
い
る
人
も
入
居

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

☆
指
定
管
理
者
の
指
定

（
島
田
市
川
根
温
泉
）

問　

指
定
管
理
者
を
公
募
で

入
札
に
し
た
ら
ど
う
か
。

答　

株
式
会
社
川
根
町
温
泉

に
管
理
を
任
せ
て
い
る
状
況

で
あ
り
、
公
募
せ
ず
に
行
っ

た
。
競
争
力
を
高
め
る
た
め

に
も
、
公
募
型
を
考
え
て
い

き
た
い
。

　
本
会
議
よ
り
付
託
さ
れ
た
議
案
の
審
査
を
行
い
、
す
べ
て
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
主
な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。



指定管理者の変更が予定されている養護老人ホーム

市民会館休館で利用の増加が見込まれるプラザおおるり

平成25年11月定例会	 議会だより42号	 （14）

民
生
病
院
教
育
常
任
委
員
会

○
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ぎ
ん

も
く
せ
い
管
理
運
営

委
託（
債
務
負
担
行
為

の
設
定
）

問　

指
定
管
理
者
が
こ
れ
ま

で
の
大
井
川
厚
生
会
か
ら
、

や
ま
ば
と
学
園
に
交
代
す
る

よ
う
で
あ
る
が
、
選
定
は
ど

の
よ
う
な
経
過
だ
っ
た
か
。

答　

指
定
管
理
者
の
募
集
を

１
カ
月
行
っ
た
が
、
応
募
が

な
か
っ
た
た
め
関
連
す
る
法

人
に
声
を
か
け
、
申
し
込
み

を
い
た
だ
い
た
。

問　

こ
れ
ま
で
の
指
定
管
理

者
が
応
募
し
な
か
っ
た
の
は

な
ぜ
か
。

答　

経
費
の
負
担
に
つ
い
て
、

市
の
方
針
に
沿
う
こ
と
が
で

き
な
い
と
の
判
断
を
さ
れ
た

と
聞
い
て
い
る
。。

○
次
世
代
育
成
支
援
対

策
推
進
費

問　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
の
施
行
に
伴
い
、
導

入
さ
れ
る
電
子
シ
ス
テ
ム
の

内
容
は
。

答　

住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ

ム
・
税
務
シ
ス
テ
ム
と
連
携
し

た
、主
に
保
育
所
に
か
か
わ
る

☆
Ｈ
25
一
般
会
計
補
正

予
算

認
定
審
査
支
払

シ
ス
テ
ム
で
あ

り
、
国
が
構
築

す
る
シ
ス
テ
ム

と
接
続
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。

○
文
化
施
設

管
理
運
営

費
問　

市
民
会
館

が
耐
震
性
能
の

関
係
で
使
用
で

き
な
く
な
っ
た

が
、
指
定
管
理

者
と
の
契
約
書

上
の
取
り
決
め

い
、
お
お
る

り
が
月
曜
日

も
開
館
す
る

よ
う
に
な
っ

た
。
行
政
部

署
が
入
り
市

民
が
使
え
る

場
所
は
狭
ま

っ
て
い
る
が
、

お
お
る
り
は

こ
れ
か
ら
も

市
民
サ
ー
ビ

ス
に
十
分
対

応
で
き
る
か
。

答　

平
成
24

年
度
の
市
民

会
館
の
稼
働

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答　

行
政
側
の
理
由
に
よ
り

運
営
に
支
障
が
生
じ
た
場
合

は
、
島
田
市
が
経
費
を
負
担

す
る
こ
と
に
な
って
い
る
。

問　

万
一
、指
定
管
理
者
が
倒

産
し
た
場
合
の
決
め
事
は
あ

る
か
。

答　

基
本
協
定
書
に
は
、
具

体
的
な
記
述
は
な
い
。

問　

実
際
に
あ
り
得
る
リ
ス

ク
に
つ
い
て
は
、
文
言
と
し
て

し
っ
か
り
と
う
た
っ
て
お
く
べ

き
と
思
う
が
、
今
後
の
契
約

内
容
の
変
更
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　

指
定
管
理
者
制
度
は
市

が
直
営
で
行
う
公
の
施
設
の

管
理
を
代
行
さ
せ
る
制
度
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
法
律
的

性
格
か
ら
指
摘
さ
れ
た
事
項

は
現
在
の
協
定
書
に
は
な
い

が
、こ
れ
か
ら
切
り
替
え
の
時

期
を
迎
え
る
の
で
、
文
言
に
つ

い
て
検
討
し
た
い
。

問　

市
民
会
館
の
休
館
に
伴

率
は
34
％
程
度
で
、
お
お
る

り
の
ホ
ー
ル
と
会
議
室
の
稼

働
率
は
現
在
62
～
63
％
で
あ

る
。
来
年
度
は
25
％
程
度

利
用
が
増
え
る
見
通
し
だ

が
、
稼
働
率
か
ら
見
て
、
著
し

く
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
支
障
を

来
す
状
況
で
は
な
い
と
思
う
。

☆
Ｈ
25
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

問　

職
員
給
与
の
臨
時
特
例

に
よ
り
、
27
万
２
千
円
を
減

額
す
る
が
、
対
象
と
な
る
職

員
の
数
は
。

答　

国
保
年
金
課
職
員
15
人

分
で
あ
る
。

☆
Ｈ
25
介
護
保
険
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

問　

職
員
給
与
の
臨
時
特
例

に
よ
り
、
28
万
１
千
円
を
減

額
す
る
が
、
対
象
と
な
る
職

員
の
数
は
。

答　

長
寿
介
護
課
職
員
15
人

分
で
あ
る
。

☆
島
田
市
病
院
事
業
の

設
置
に
関
す
る
条
例

問　

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
手
術
料

の
改
定
が
あ
る
が
、
イ
ン
プ

ラ
ン
ト
手
術
に
つ
い
て
は
手

術
後
の
状
態
が
悪
い
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
出
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
島
田
市
で

手
術
後
の
患
者
か
ら
問
題
は

出
て
い
な
い
か
。

答　

今
の
と
こ
ろ
聞
い
て
い

な
い
。

問　

今
回
の
改
正
は
消
費
税

増
税
分
に
伴
う
使
用
料
や
手

数
料
の
改
定
と
、診
断
書
、証

明
書
、
面
談
、
特
別
室
使
用

料
お
よ
び
手
術
料
、
イ
ン
プ

ラ
ン
ト
手
術
料
の
改
定
も
あ

る
。
改
定
の
中
で
、
消
費
税

８
％
の
影
響
額
は
幾
ら
に
な

る
か
。

答　

３
％
の
増
税
で
、
６
９

０
万
円
の
増
額
が
見
込
ま
れ

る
。

　
本
会
議
よ
り
付
託
さ
れ
た
議
案
の
審
査
を
行
い
、
す
べ
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
ま
し
た
。

　
主
な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。



土砂崩れによる市道地蔵峠停車場線の被害の様子
（島田市神尾、平成24年6月撮影）

（15）	 議会だより42号	 平成25年11月定例会

総
務
消
防
常
任
委
員
会

○
平
和
都
市
宣
言
制
定

事
業

問　

宣
言
文
は
単
な
る
核
廃

絶
か
、
そ
れ
と
は
違
う
平
和

宣
言
文
を
作
ろ
う
と
し
て
い

る
の
か
。

答　

他
市
の
平
和
宣
言
で
は
、

非
核
と
い
っ
た
宣
言
文
も
あ

る
が
、
市
民
か
ら
親
し
ま
れ

後
世
に
伝
わ
る
宣
言
文
と
し

た
い
。

問　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内

容
は
。

答　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
犯

罪
や
自
然
災
害
に
つ
い
て
の

意
見
も
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
日
常
的
な
中
で
の
平
和

を
含
め
広
い
意
味
で
の
宣
言

文
と
し
て
取
り
組
み
た
い
。

○
庁
舎
等
管
理
費　

機
構
改
革
に
伴
う
執

務
室
改
修
に
要
す
る

☆
Ｈ
25
一
般
会
計
補
正

予
算

経
費

問　

組
織
の
編
成
に
つ
い
て
、

課
の
編
成
が
決
ま
っ
て
い
な

い
状
況
で
、
執
務
室
改
修
の

予
算
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、

予
算
案
が
先
か
、
条
例
案
が

先
か
、
ま
た
２
月
定
例
会
で

は
間
に
合
わ
な
い
の
か
。

答　

予
算
案
、
条
例
案
は
同

一
議
会
中
で
あ
れ
ば
、
ど
ち

ら
を
先
に
、
上
程
し
て
も
よ

い
が
、
予
算
が
通
ら
な
け
れ

ば
そ
の
条
例
は
執
行
で
き
な

い
た
め
、
予
算
が
先
で
あ
る
。

２
月
定
例
会
で
は
、
移
転
や

工
事
が
間
に
合
わ
な
い
と
考

え
ら
れ
る
た
め　

11
月
定
例

会
に
提
案
し
た
。

○
新
病
院
建
設
基
本
構

想
策
定
事
業

問　

新
病
院
建
設
に
つ
い
て

の
財
源
は
、
合
併
特
例
債
な

ど
も
含
め
、
構
想
の
中
に
入

っ
て
く
る
の
か
。

答　

事
業
費
は
構
想
の
中
で

示
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

財
源
は
現
在
の
制
度
で
は
、

病
院
企
業
債
を
起
こ
す
こ
と

が
基
本
で
あ
る
。
な
お
、
起

債
の
対
象
に
な
ら
な
い
部
分

に
つ
い
て
は
、
現
金
を
用
意

す
る
こ
と
に
な
る
。
一
般
会

計
と
病
院
企
業
会
計
の
負
担

に
つ
い
て
は
、
制
度
上
50
％

ず
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
一
般
会
計
が
負
担

す
る
額
の
う
ち
一
定
の
割
合

に
つ
い
て
は
、
地
方
交
付
税

措
置
が
あ
る
。
さ
ら
に
合
併

特
例
債
が
適
用
で
き
る
か
に

つ
い
て
は
、
国
・
県
と
協
議

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

○
行
政
組
織
条
例
及
び

水
道
事
業
の
設
置
等

に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

市
長
の
説
明　

島
田
市
は
、

津
波
が
来
な
い
と
い
う
こ
と

で
、
行
政
も
住
民
も
危
機
感

が
足
り
な
い
。
地
震
災
害
や

水
害
な
ど
、
住
民
も
含
め
て

意
識
や
体
制
を
根
本
か
ら
変

え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、

危
機
管
理
部
を
置
き
危
機
管

理
監
を
招
聘
し
た
い
。

問　

危
機
管
理
部
が
一
部
一

課
で
あ
る
理
由
は
。

答　

危
機
管
理
に
併
う
災
害

対
策
本
部
、
防
災
計
画
の
策

定
や
感
染
症
対
策
だ
け
で
な

く
、
自
主
防
災
組
織
の
底
上

げ
や
装
備
、
資
機
材
の
調
達
、

人
材
の
育
成
な
ど
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

　

ま
た
、
そ
の
組
織
を
動
か

す
た
め
一
部
一
課
に
係
を
設

け
て
統
一
的
に
行
い
た
い
。

問　

危
機
管
理
監
と
し
て
呼

び
た
い
人
が
い
る
の
か
。

答　

自
衛
隊
か
ら
呼
び
た
い
。

実
務
だ
け
で
な
く
、
行
政
経

験
も
備
え
た
人
を
招
き
た
い
。

問　

危
機
管
理
部
長
の
平
時

で
の
業
務
は
。

答　

有
事
の
際
の
計
画
作
り
、

訓
練
や
そ
の
備
え
を
行
う
。

　

ま
た
、
有
事
の
際
は
災
害

本
部
が
設
置
さ
れ
、
管
理
監

が
本
部
員
と
し
て
他
の
部
長

の
上
に
立
ち
指
示
を
出
す
予

定
で
あ
る
。

　

部
の
編
成
の
説
明
だ
け
で
は
、
行
政
組
織
の
全
体
像

や
、
各
種
事
業
の
運
営
主
体
等
が
不
透
明
で
あ
る
た

め
、
課
の
編
成
に
つ
い
て
も
説
明
が
必
要
不
可
欠
と
考

え
る
。
ま
た
、
部
長
職
の
増
員
に
よ
る
経
費
増
と
組
織

全
体
の
経
費
と
の
関
係
に
つ
い
て
適
切
な
説
明
が
必
要

と
考
え
る
。
新
た
な
行
政
組
織
に
よ
る
事
業
執
行
に
当

た
っ
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
証
し
、
そ
の
結

果
に
つ
い
て
説
明
を
行
う
と
と
も
に
、
ス
リ
ム
で
機
能

的
な
組
織
改
編
に
努
め
ら
れ
た
い
。

行
政
組
織
条
例
に
対
す
る
附
帯
意
見
（
要
約
）

　
本
会
議
よ
り
付
託
さ
れ
た
議
案
の
審
査
を
行
い
、
す
べ
て
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
主
な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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11
月
定
例
会
は
、
平
成
25
年
11
月
26
日
か

ら
12
月
20
日
ま
で
の
25
日
間
の
会
期
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
さ
れ
た
議
案
等
は
、
２
億
９
５
８
９

万
円
を
追
加
す
る
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会

計
・
企
業
会
計
な
ど
の
補
正
予
算
案
７
件
、
総

合
計
画
の
策
定
等
に
関
す
る
条
例
制
定
等
の

条
例
案
10
件
、
一
般
議
案
５
件
、
物
損
事
故

等
の
和
解
報
告
５
件
で
す
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
般
質
問
に

16
人
が
登
壇

　

３
日
間
に
わ
た
る
一
般

質
問
で
は
16
人
が
登
壇
し
、

市
当
局
の
考
え
を
た
だ
し

ま
し
た
。

　

学
校
の
教
育
環
境
向
上

に
関
す
る
取
り
組
み
、
特

別
支
援
教
育
の
課
題
、
防

災
対
策
と
大
災
害
時
の
支

援
活
動
へ
の
対
応
、
市
の

財
政
状
況
と
そ
の
方
向
性
、

循
環
型
ま
ち
づ
く
り
の
取

り
組
み
、
観
光
行
政
の
在

り
方
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹

線
建
設
に
伴
う
水
環
境
の

保
全
に
対
す
る
考
え
、
行

政
組
織
再
編
に
か
か
わ
る

対
応
な
ど
、
多
方
面
に
わ

平成25年11月定例会の概要

補正予算など22議案を可決

た
り
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
全
国
学
力

テ
ス
ト
の
結
果
を
受
け
て

教
育
委
員
会
か
ら
「
学
力

向
上
委
員
会
」
の
立
ち
上

げ
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
組
織
再
編
に

お
け
る
「
健
や
か
・
こ
ど

も
部
」、「
危
機
管
理
部
」

の
新
設
に
つ
い
て
の
考
え

方
や
、
水
環
境
保
全
に
お

い
て
は
「
大
井
川
の
水
は

大
井
川
に
戻
す
」
こ
と
が

基
本
で
あ
る
と
す
る
考
え

が
市
当
局
か
ら
あ
り
ま
し

た
。

○＝賛成　×＝反対 【
議
案
第
89
号
】
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

【
議
案
第
90
号
】
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

【
議
案
第
91
号
】
簡
易
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

【
議
案
第
93
号
】
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

【
議
案
第
94
号
】
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

【
議
案
第
97
号
】
社
会
保

障
の
安
定
財
源
の
確
保

等
を
図
る
税
制
の
抜
本

的
な
改
革
を
行
う
た
め

の
消
費
税
法
の
一
部
を

改
正
す
る
等
の
法
律
等

の
一
部
の
施
行
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
備
に
関

す
る
条
例
に
つ
い
て

【
議
案
第
103
号
】
下
水
道

条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

【
議
案
第
105
号
】
病
院
事

業
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

◎会派名
　無会派
＝会派に属さない議員

氏　　　名 会派名
横 田 川 真 人 新　風 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
伊 藤　　 孝 新　風 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
山 本　 孝 夫 新　風 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
森　 伸 一 新　風 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
河 原 崎　 聖 新　風 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
福 田　 正 男 新　風 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
紅 林　　 貢 新　風 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
村 田 千 鶴 子 魁

さきがけ

しまだ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
曽 根　 嘉 明 魁

さきがけ

しまだ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平 松　 吉 祝 魁

さきがけ

しまだ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
仲 田　 裕 子 清流会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
冨 澤　 保 宏 清流会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
大 石　 節 雄 清流会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
清 水　 唯 史 創造島田 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
藤 本　 善 男 創造島田 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
八 木　 伸 雄 創造島田 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
青 山　 真 虎 無会派 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
杉 野　 直 樹 無会派 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
桜 井　 洋 子 無会派 × × × × × × × ×
※議長（佐野義晴）は、採決には加わりません。（並び順は会派ごとの議席順）

採決結果一覧（賛成・反対が分かれた８議案を掲載）
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Ｈ
25
一
般
会
計
補
正

予
算
等
の
主
な
内
容

　

補
正
予
算
は
、
一
般
会

計
、
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
、
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
、
土
地
取
得

事
業
特
別
会
計
、
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
、
介

護
保
険
事
業
特
別
会
計
、

病
院
事
業
会
計
の
７
件
に

つ
い
て
審
議
を
行
い
ま
し

た
。

　

一
般
会
計
で
は
、
減
額

分
と
し
て
９
月
に
制
定
さ

れ
た
給
与
の
臨
時
特
例
条

例
な
ど
に
伴
う
人
件
費
の

減
額
調
整
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
規
事
業
と
し

て
平
和
都
市
宣
言
制
定
事

業
に
25
万
８
千
円
、
新
病

院
建
設
基
本
構
想
の
策
定

経
費
に
１
０
２
０
万
円
、

製
茶
機
能
を
強
化
す
る
事

業
者
を
支
援
す
る
た
め
の

強
い
農
業
づ
く
り
交
付
金

等
事
業
に
１
７
３
９
万
３

千
円
、
浜
名
湖
花
博
10
周

年
記
念
事
業
へ
の
出
展
経

費
に
１
５
２
万
１
千
円
な

ど
合
計
１
億
９
５
８
９
万

円
の
増
額
補
正
予
算
が
提

案
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、特

条
例
改
正
に
付
帯
意
見

　

行
政
組
織
条
例
お
よ
び

水
道
事
業
の
設
置
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
案

に
つ
い
て
は
、
付
託
さ
れ

た
総
務
消
防
常
任
委
員
会

か
ら
、
議
案
に
対
し
十
分

な
説
明
責
任
を
果
た
す
と

と
も
に
、
新
た
な
行
政
組

織
を
多
角
的
に
検
証
し
、

そ
の
結
果
を
説
明
す
る
と

と
も
に
、
ス
リ
ム
で
機
能

的
な
組
織
改
編
に
努
め
る

こ
と
を
求
め
る
意
見
が
付

帯
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
10
件
が
提
出

議
案
質
疑
に
10
人
が
登

壇
し
、補
正
予
算
お
よ
び

条
例
等
に
つ
い
て
質
疑

　

新
規
条
例
と
し
て
、
基

本
構
想
の
計
画
期
間
を
10

年
か
ら
８
年
と
し
基
本
構

想
の
計
画
期
間
を
前
期

・
後
期
そ
れ
ぞ
れ
を
４
年

と
す
る
こ
と
な
ど
を
定
め

た
島
田
市
総
合
計
画
の
策

定
等
に
関
す
る
条
例
、
消

費
税
法
の
改
正
に
伴
う
42

の
関
係
条
例
を
整
備
す
る

条
例
な
ど
３
件
の
提
案
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
一

部
改
正
条
例
と
し
て
、
市

の
行
政
組
織
を
再
編
し
新

設
２
部
を
含
む
８
部
制
と

す
る
行
政
組
織
条
例
の
改

正
、
国
民
健
康
保
険
税
条

例
、
病
院
事
業
の
設
置
等

に
関
す
る
条
例
の
改
正
な

ど
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
病
院
建
設
基
本
構
想

策
定
事
業
に
つ
い
て
は
、

事
業
費
の
根
拠
、
構
想
策

定
手
順
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

別
会
計
５
件
の
補
正
予
算

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

議
決
結
果
一
覧

全
員
賛
成
で
可
決

　

○
平
成
25
年
度
補
正
予
算
の
う
ち

　
　

◦
土
地
取
得
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算	

　
　
　
（
第
１
号
）

　
　

◦
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

○
島
田
市
総
合
計
画
の
策
定
等
に
関
す
る
条

例
に
つ
い
て

○
島
田
市
緊
急
地
震
対
策
事
業
基
金
条
例
に

つ
い
て

○
島
田
市
行
政
組
織
条
例
及
び
島
田
市
水
道

事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
島
田
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

○
島
田
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
島
田
市
道
路
占
用
料
等
徴
収
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
島
田
市
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

○
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
島
田
市
立
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

○
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
島
田
市
川
根
温
泉
）

○
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
島
田
市
民
総
合
施
設
）

○
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

○
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

賛
成
多
数
で
可
決

　

○
平
成
25
年
度
補
正
予
算
の
う
ち

　

◦
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

◦
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

　

◦
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

◦
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

◦
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　

○
社
会
保
障
の
安
定
財
源
の
確
保
等
を
図
る

税
制
の
抜
本
的
な
改
革
を
行
う
た
め
の
消

費
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
等

の
一
部
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備

に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

○
島
田
市
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　

○
島
田
市
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

そ
の
他

　

○
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
（
物
損
事
故

に
係
る
和
解
）（
４
件
）

　

○
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
（
人
身
事
故

及
び
物
損
事
故
に
係
る
和
解
）（
１
件
）

お
よ
び
過
去
に
策
定
し
た

基
本
構
想
と
の
整
合
性
に

つ
い
て
、
平
和
都
市
宣
言

制
定
事
業
に
つ
い
て
は
、

宣
言
策
定
委
員
会
の
構
成

と
報
酬
な
ど
に
つ
い
て
、

ま
た
、
浜
名
湖
花
博
10
周

年
記
念
事
業
に
つ
い
て
は
、

事
業
概
要
と
参
加
意
義
な

ど
の
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
条
例
関
係
で
は
、
消

費
税
法
の
改
正
に
伴
う
関

係
42
条
例
の
整
備
に
伴
う

該
当
施
設
の
利
用
料
引
き

上
げ
に
お
け
る
市
民
へ
の

負
担
影
響
額
な
ど
の
質
疑

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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ザ
ッ
討
論

ザ
ッ
討
論
賛
成 

 

反
対

結
果
は
16
ペ
ー
ジ
の

採
決
結
果
一
覧
の
と
お
り

議
案
第
89
・
90
・
91
・

93
・
94
号【
職
員
給
与
】

議
案
第
97
・
１
０
５

号【
消
費
税
増
税
】

議
案
第
１
０
３
号

【
下
水
道
使
用
料
】

　

国
は
、
復
興
財
源
の
た
め

と
称
し
て
国
家
公
務
員
の
給

与
を
７
・
８
％
削
減
し
、地
方

に
も
同
様
の
「
要
請
」
を
押

し
付
け
て
き
た
。
国
の
介
入

は
自
治
の
基
本
に
抵
触
す
る

も
の
だ
。
し
か
し
、
市
は
こ

れ
を
受
け
入
れ
、
職
員
給
与

を
平
均
１
・
28
％
、
期
間
は

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
、
消

費
税
が
５
％
か
ら
８
％
に
引

き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

市
の
公
の
施
設
の
使
用
料
を

増
税
分
引
き
上
げ
る
こ
と
に

反
対
す
る
。
平
成
24
年
度
の

使
用
料
実
績
か
ら
試
算
す
る

　

下
水
道
使
用
料
金
を
平
均

14
・
１
％
引
き
上
げ
る
こ
と

に
反
対
す
る
。
今
回
の
改
定

は
、
使
用
量
の
少
な
い
家
庭

へ
の
配
慮
が
さ
れ
て
い
る
と

は
い
え
、
一
般
家
庭
の
平
均

使
用
料
40
立
方
㍍
の
場
合
で

は
、
４
２
０
０
円
か
ら
５
１

０
０
円
と
９
０
０
円
も
の
値

上
げ
と
な
る
。
働
く
人
の
賃

金
が
減
り
続
け
、
年
金
も
減

っ
て
い
る
。
平
成
26
年
４
月

か
ら
は
消
費
税
の
増
税
や
公

　

今
回
の
職
員
給
与
の
減
額

措
置
は
、
25
年
９
月
に
可
決

し
た｢

島
田
市
特
別
職
等
の

給
与
の
臨
時
特
例
に
関
す
る

条
例｣

に
基
づ
き
実
施
す
る

も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
措
置
は
、
国
家
公
務

員
の
給
与
減
額
支
給
措
置
を

踏
ま
え
、
国
に
準
じ
て
必
要

な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
要
請

　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら

施
行
し
よ
う
と
す
る
消
費
税

率
の
改
定
は
、「
社
会
保
障

・
税
一
体
改
革
」
を
実
施
す

る
た
め
、
国
の
重
要
施
策
と

し
て
、
国
民
に
広
く
、
薄
く
、

公
平
に
税
負
担
を
求
め
、
少

　

公
共
下
水
道
事
業
は
、
平

成
７
年
の
供
用
開
始
以
来
、

一
度
も
使
用
料
の
改
定
を
行

っ
て
お
ら
ず
、
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
金
を
恒
常
的
な
財

源
と
し
な
け
れ
ば
、
当
該
事

業
の
維
持
は
難
し
い
状
況
に

あ
る
。

　

し
か
し
、
一
般
会
計
へ
の

過
度
の
依
存
は
、
下
水
道
区

域
以
外
の
市
民
と
の
間
に
公

平
性
を
欠
く
ば
か
り
か
、
財

政
を
圧
迫
し
、
ほ
か
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
く
こ

と
に
も
な
る
。

　

こ
の
状
況
を
改
善
し
、
安

定
し
た
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
く
た
め
に
は
、

使
用
料
改
定
は
必
要
不
可
欠

で
あ
る
。
ま
た
、
改
定
は
低

所
得
者
層
に
配
慮
し
た
も
の

で
あ
り
、
今
回
の
使
用
料
改

定
が
、
必
要
か
つ
妥
当
な
も

の
と
考
え
賛
成
す
る
。

を
受
け
た
た
め
、
市
当
局
か

ら
数
回
の
説
明
を
受
け
る
な

ど
、
議
会
と
し
て
慎
重
に
議

論
を
重
ね
た
上
で
本
条
例
を

策
定
し
た
経
過
が
あ
る
。

　

ま
た
、
積
立
金
は
、
今
後

の
公
共
施
設
の
減
災
・
防
災

に
係
る
事
業
の
財
源
の
一
部

と
し
て
、
公
共
施
設
整
備
基

金
に
積
立
て
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
り
、
こ
の
基
金
の
設

置
目
的
に
も
適
合
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
適
切
な
予
算
措

置
で
あ
る
と
考
え
賛
成
す
る
。

５
カ
月
、
総
額
１
９
７
３
万

９
千
円
を
削
減
し
た
が
、
到

底
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
れ
ま
で
市
は
、
職
員
数
の

削
減
や
人
事
院
勧
告
に
準
拠

し
た
給
与
の
削
減
を
実
施
し

て
き
た
。
こ
れ
以
上
の
削
減

は
、
頑
張
っ
て
働
く
市
職
員

の
仕
事
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
下
げ
、
生
活
を
圧

迫
し
、
地
域
経
済
を
も
冷
え

込
ま
せ
る
も
の
だ
。
負
の
ス

パ
イ
ラ
ル
を
繰
り
返
す
こ
と

は
絶
対
避
け
る
べ
き
だ
。

　

11
月
定
例
会
の
最
終
日
に

は
、
議
案
８
件
に
対
し
、
４

人
の
議
員
が
討
論
を
行
い
ま

し
た
。

　

そ
の
主
な
概
要
を
掲
載
し

ま
す
。

　

討
論
と
は
、
議
案
等
に
対

し
て
採
決
の
前
の
段
階
に
お

い
て
、
賛
成
ま
た
は
反
対
の

意
見
を
述
べ
る
こ
と
を
言
い

ま
す
。反 

対

反 

対

反 

対

賛 

成

賛 

成

賛 

成

と
約
３
８
０
０
万
円
の
市
民

負
担
増
だ
。
ま
た
、
市
民
病

院
に
お
い
て
も
、
特
定
初
診

料
や
各
種
診
断
書
・
証
明
書
、

病
室
使
用
料
な
ど
の
引
き
上

げ
で
市
民
負
担
増
は
約
６
９

０
万
円
と
の
試
算
だ
。
所
得

が
大
き
く
減
っ
て
い
る
中
、

消
費
税
増
税
は
国
レ
ベ
ル
で

言
え
ば
、
総
額
８
兆
円
の
国

民
負
担
増
で
生
活
を
直
撃
す

る
。
低
所
得
者
に
負
担
の
重

い
逆
進
性
を
持
つ
消
費
税
増

税
は
許
せ
な
い
。
こ
の
よ
う

な
時
こ
そ
、
市
民
の
家
計
を

温
め
る
施
策
の
充
実
を
求
め

る
。

子
高
齢
化
時
代
へ
の
対
応
と

地
方
分
権
に
伴
う
財
源
確
保

を
図
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

　

今
回
の
施
設
使
用
料
等
の

改
正
は
、
消
費
税
法
の
改
正

に
伴
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

病
院
事
業
で
は
、
税
法
改
正

に
伴
う
使
用
料
の
改
正
の
ほ

か
、
医
師
面
談
や
歯
科
イ
ン

プ
ラ
ン
ト
手
術
料
金
の
適
正

化
を
図
る
た
め
の
改
正
で
あ

り
、
本
市
財
政
お
よ
び
病
院

事
業
に
お
け
る
収
入
、
支
出

の
均
衡
を
保
つ
た
め
に
も
、

必
要
か
つ
妥
当
な
も
の
と
認

め
賛
成
す
る
。

共
料
金
の
値
上
げ
が
目
白
押

し
だ
。
家
計
を
直
撃
す
る
値

上
げ
は
認
め
ら
れ
な
い
。
島

田
市
の
下
水
道
の
普
及
率
は

約
10
％
で
県
下
最
低
だ
。
採

算
が
取
れ
な
い
の
は
必
然
で
、

引
き
続
き
一
般
会
計
か
ら
の

繰
り
入
れ
が
必
要
だ
。
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平
成
25
年
第
２
回
議
会
報
告
会
を
平
成
25
年
11
月
９
日
㈯
・
16
日
㈯
に
開
催
し
ま
し
た
。
会
場
は

金
谷
北
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
・
金
谷
南
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
・
初
倉
公
民
館
・
北
部
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
・
川
根
支
所
・
市
役
所
会
議
棟
の
６
カ
所
で
合
計
92
人
が
参
加
し
、
議
会
の
活
動
報
告
と
と
も

に
参
加
者
と
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
議
会
で
は
、
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
等
を
真
摯
に
受
け
止
め
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

議
会
報
告
会
に
お
け
る
市
民
の
声

経済建設生活常任委員会に関すること
●リニア中央新幹線の建設工事で、大井川の水量が減少するというニュースがあった。島田市の対応はどうなっ
ているか。
●４月に行われる市内一斉のゴミざらいで、ゴミや土砂などを直接河川敷（金谷地区）へ持っていくのが現状
である。ゴミ収集車で搬送してもらいたい。
●最終処分場のことを市は真剣に考えているのか。今からやっていかないと間に合わない。早急に検討を始め
てほしい。
●川根温泉プール天井が、塩害による腐食で危険である。対応してほしい。
●大代川の堤防の石垣の補修をしてほしい。
●空港に行くアクセス道路として早期にもう一つ橋を架けてほしい。
●新東名インター周辺の土地利用についての検討は進んでいるか。
●交通死亡事故が多いが、事故防止の対策はどうしているか。
●コミュニティバス（大代線）の乗客が少なくて残念。無人の時が多いが、何とかならないか。
●コミュニティバスの運行全体の見直しが必要。乗り合い、デマンド型などの検討をしてほしい。
●防犯カメラをもっと増やしてほしい。
●川根地区水道配水管の耐震化が出来ないか。
●田代スポーツ広場を早期に完成させてほしい。
●小水力発電を島田市も積極的にとりいれるべきであり、谷口橋付近の栃山川で行われた発電実験を継続的に
行えるようにしてほしい。
●震災時、水源の確保のためどこの水が水源（飲料水）として使用できるか保証してほしい。
●金谷駅の近くだが、同報無線が聞き取れない。金谷町時代に配布された子機は合併後に廃棄した家庭もある。
今も使用している家庭では、よく聞こえている。難聴地域への対策とアナウンスの仕方を向上させてほしい。
●災害発生時に寸断されやすい道路があり孤立する可能性が高い。緑地公園をヘリポートとして利用できない
か。
●災害時の指示系統をしっかり周知してほしい。
●防災リーダー養成講座はやっているのか、どうなっているのか。
●地域防災について弱者に対する施設整備、避難所の確保をしてほしい。
●市民の防災意識について、市は自助の意識を市民に周知するべき。

総務消防常任委員会に関すること
●合併してからの地域のメリットが少なくなり、税金も高くなった。旧金谷地区への格差があるように思う。
●市政運営にもっと市民を参加させてほしい。
●「議会だより」と同様に「広報しまだ」に綴じ穴を開けてほしい。
●市職員の給与の減額で集まった基金は被災地に寄付すべき。
●旧金谷中学校跡地、金谷庁舎についてどうするか。
●金谷庁舎の建て替え問題が何も進展していない。跡地利用検討委員会の答申は何だったのか。合併特例債に
も絡むので、今後の方向性を早く出してもらいたい。
●ＳＬフェスタを金谷で行うことを今後も希望する。しかし、最終的にどうしたいのか見えてこない。新金谷
駅及びその周辺を昭和のまちづくりにするとか、「大井川鐵道」をブランド化することも必要と思う。
●ＳＬは金谷駅から発着すべきではないか。人を新金谷駅まで歩かせて、金谷の活性化に役立つというが逆だ
と思う。
●少子化・高齢化により人口減少が進んでいる。若者に結婚を促す対策を検討してほしい。

民生病院教育常任委員会に関すること
●学力向上対策について。一朝一夕に出来るものではない。長期的な視野に立ち様々な問題を拾い上げて、議
論の経過、情報の開示に努めてほしい。
●川根小学校建設にともない現体育館が存続から解体へとなった経過説明が不足している。事前に地元説明を
行って欲しかった。また、隣地車庫の出入口について配慮してほしい。
●浜岡原発事故を想定し、ヨウ素剤の配布・服用の判断をしっかり示してほしい。
●保育園に入園を希望するが、なかなか入れない。どうすれば入園できるか。
●新島田図書館の駐車場問題（30分無料をせめて１時間に延長を）
●市民課窓口の業務委託の職員がわかるようにしてほしい。
●来年度から窓口業務の一部を民間委託することに不安がある。守秘義務が心細い限り。
●病院を何とかしてもらいたい。閑古鳥が鳴いているようです。信頼できる病院としてもらいたい。
●近所の老老介護の問題が深刻。うつ、ノイローゼなど、自殺へと追い込まれかねない状況である。特養の待
機待ち、経済的負担、家族関係など問題を抱えている。警察、救急、行政の連携の問題もあり地域の支えで
は限界。どうしたらよいか。
●精神障害者に対する医療体制を充実してほしい。

これ以外に市議会に対する要望がありました。
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要請書を市長に渡す
　市長から２月定例会に先立ち、これからの４年間
の島田市の総合的かつ計画的な行政運営の方向性を
示す島田市総合計画・後期基本計画の原案が議会に
提出されました。
　それに対し議会では、議員間で論議を重ね、各会
派や議員からさまざまな意見や提言が出されまし
た。そこで、議員として十分かつ適切な審議を行う
ため、次の４項目について、市長に要請書を提出し
ました。

①前期基本計画に対する達成度及び評価・効果をま
とめた目標値及び実績値を求める。
②静岡県及び近隣市町との広域連携への取り組みに
ついて説明を求める。
③後期基本計画を推進するための財政計画を求め
る。
④後期基本計画の実施に当たり、過程及び終了時に
おける評価・検証が確認できるシステムの構築と
公表を求める。

編
集
後
記

常任 委 員会の視察報告

公共施設の再配置と市民判定人による
事業仕分けの取り組み

公設民営宿泊施設＆太陽光発電

総務消防常任委員会 経済建設生活常任委員会

　10月30日に公共施設の再配置問題を調査研究するた
め神奈川県秦野市を視察しました。ここでは戦後高度成
長期に整備された建物、道路、橋りょうなどが老朽化す
るに当たり、将来維持・管理経費が掛かることにより、
財政を圧迫し正常な建物までも維持できなくなることが
問題となっています。秦野市では、この問題をいち早く
捉え、建物の統廃合など重要な課題として対策を立てて
います。
　また、翌31日には、事業仕分けの実施状況について埼
玉県富士見市を視察しました。事業仕分けの目的は、行
政の行う事業の無駄を省き、改善することを目的としま
すが、それ以上に市民との情報共有や行政の透明性を確
保することを目的としています。富士見市ではそこに市
民判定人を選任し、市民目線による事業の仕分けが行わ
れていました。２日間の視察でしたが、いずれの市も先
進的な取り組みとして、今後当市の取り組みの大変参考
になるものと感じました。

【公設民営宿泊施設視察】平成25年11月５日・６日
視 察 先　①山梨県南アルプス市「湧暇季の里樹園」
　　　　　②山梨県北杜市「スパティオ小淵沢」
視察目的　①指定管理者による管理運営について
　　　　　②温泉を利用した施設運営について

「湧暇季の里樹園」
　昭和60年建設、平成18年から指定管理で運営している。
宿泊客は、高齢者が多く、ほとんどは温泉を目的に宿泊
している。企業や団体、スポーツ合宿などの誘客も行っ
ている。
「スパティオ小淵沢」
　平成８年に民間と行政による第三セクターによる「株
式会社小淵沢」が運営している。地域振興の観点から公
募制は取っていない。隣接する道の駅では、地場産品の
販売が好調である。
【太陽光発電所】平成25年11月６日
視 察 先　山梨県北杜市「北杜サイト太陽光発電所」
視察目的　再生可能エネルギーの研究
　当施設に設置されている国内外のメーカーの太陽光パ
ネルの能力と特徴について説明を受けた。

　

平
成
26
年
の
新
春
を
迎
え
、
早
い
も
の
で
１
カ
月

が
過
ぎ
ま
し
た
。
激
動
す
る
時
代
の
予
感
が
い
た
し

ま
す
が
、
新
た
な
気
持
ち
で
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も

に
歩
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
第
４
回
定
例
会
の
議
会
だ

よ
り
を
お
届
け
し
ま
す
。
16
人
に
よ
る
一
般
質
問
、

10
人
に
よ
る
議
案
質
疑
、
各
常
任
委
員
会
で
の
議
案

審
査
等
に
お
い

て
活
発
な
議
論

が
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
用
語
、

難
し
い
言
い
回

し
な
ど
を
分
か

り
や
す
く
し
て
、

皆
さ
ま
に
お
伝

え
で
き
れ
ば
と

編
集
い
た
し
ま

し
た
。
引
き
続

き
の
ご
愛
読
を

よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
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